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－ １ －

日 曜 典　　礼 ミ 　 サ 備    　　  考

1 金 祈り (9:30 ～　※ )　初金ミサ (10 時 ) 掃除

2 土 主日ミサ (18 時 )

3 日 四旬節第三主日 主日ミサ (  9 時 )

9 土 主日ミサ (18 時 ) 掃除

10 日 四旬節第四主日 主日ミサ (  9 時 )

16 土 掃除

17 日 四旬節第五主日 主日ミサ (  9 時 )、共同回心式

19 火 聖ヨセフ祭日 祭日ミサ (10 時 )

23 土 掃除

24 日 受難の主日 ( 枝の主日 ) 主日ミサ (  9 時）、共同回心式

28 木 聖木曜日 ( 主の晩さん ) 　　ミサ (19 時 ) 

29 金 聖金曜日 ( 主の受難 ) 　　祭儀 (19 時 )

30 土 聖土曜日 ( 復活徹夜祭 ) 　　ミサ (19 時 )、入信式 掃除

31 日 復活の主日 主日ミサ (10 時 ) ミサ後祝賀会

広報 　なかわだ
第 ３９８号

Crucifixion ( Antonello de Messina, 1455 )

３月３０日（土）聖土曜日、復活徹夜祭（午後７時から）、３１日（日）復活の主日（午前１０時から）のそれぞれのミサ
で復活したイエス様をお迎えするには、どんな準備をしたらよいでしょうか。中和田教会の四旬節の典礼を中心にそのこと
を考えてみました。

１、「十字架の道行き」の参加

四旬節中、毎週金曜日午前９時３０分から、中和田教会聖堂にて３０分くらい十字架の道行きが行われます。この祈りを
とおして、十字架を背負うイエス様を思い浮かべ、キリストの苦しみをしのびます。

２、聖木曜日のミサ（３月２８日、午後７時から）への参加

主イエスが最後の晩餐の席でパンを御聖体に変え、ぶどう酒を御血に変えました。これが主キリストの晩餐のミサの始まり、
出発点でした。聖変化の言葉の意味を味わいましょう。

３、聖金曜日の典礼（３月２９日、午後７時から）への参加

この日はミサが無く、聖金曜日の典礼（主の受難の朗読、十字架礼拝、交わりの儀）があります。キリストが栄光の王と
なることが、福音朗読によって示されます。

４、「ゆるしの秘跡」を受けて、復活祭のミサへの準備をする

仕事が忙しく、会社の残業を終えて夜の９時頃帰宅するほど長く働いているような時、復活祭のミサになんとか与ろうと
して、なんとか「ゆるしの秘跡」を受けることができた、こうした場合、聖霊の働きがあったと、全て終わった後で感じます。

「ゆるしの秘跡」によって良心の平和、霊的な慰めを与えられます。また神との和解、教会との和解が告解によって神から与
えられます。日常の罪（小罪）をできたら告解しましょう。

中和田教会の共同回心式は、３月１７日（日）と２４日（日）のいずれも午前９時のミサ後に実施される予定です。
お忙しい時期、まことに恐縮ですが、主の復活のお祝いをする前に、復活の主をお迎えするためにどんな準備をしたらよ

いかを考え、実行に移しましょう。

教会委員会 10 日（日）
共同回心式、信徒の会例会 17 日（日）
共同回心式、受難の主日 24 日（日）
復活徹夜祭、入信式 30 日（土）
復活の主日、祝賀会 31 日（日）

  ３月の予定
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※　聖週間までの毎金曜日（1,8,15,22 日）に、9:30

より十字架の道行きの祈りが行なわれます。



入 信 志 願 式 が 行 な わ れ ま し た

－ ２ －

信徒の会も発足後丸 2 年経ちました。これまで二年間小野会長、岩崎副会長で信徒の会をもり立ててきて下さい
まして有り難うございました。今回、小野さんの後を受けまして私が会長をお引き受けすることとなりました。　
皆様宜しくお願い致します。

ご承知のように信徒の会は、中和田教会の信徒の方々の親睦を深めるために、特にあらたまった形式もなく、会
費やオブリゲーションもなしに、自由に集まって楽しくおしゃべりをする場を作ることが目標でした。二年間、小
野会長、岩崎副会長を始め皆様の熱心な取り組みで、様々なイベントも含め、この目標は達成されてきたと思います。

このような会の継続上の課題としてよくあるのが、次期委員が決まらないということだと思います。そこで、発
足の時に教会委員長を退任された方が信徒の会の会長になる、会長が男性の場合は副会長は女性がなると決められ
ました。そのルールに沿って今回私が会長をやらせて頂くこととなりました。

今年の活動を進めて行くにあたりまして、次の二つを大事にしていきたいと考えております。一つは、皆様の御
意見にそって活動の枠を拡げていきたいということです。例えば小旅行を兼ねた他教会訪問、パソコン教室、手軽
なミニハイキング、幅広いテーマでの話し合い、講演会などを考えており
ますが、是非皆様からも色々なアイディアをご提案頂けると幸いです。も
う一つは、御参加頂ける方々の幅を少しずつ拡げていきたいということで
す。より広く、より深くお互いに知り合って行ければ、中和田教会もます
ます居心地の良い教会になっていくと思います。

面白そうなテーマの時だけでも結構ですので、ともかく、是非一度御参
加してみて下さい。そして御意見、御要望をお聞かせ下さい。皆様と一緒
に、従来のヨゼフ会、マリア会とひと味違う会に盛り上げて行ければと思っ
ております。宜しくお願い致します。

『信徒の会』岩渕 英介 新会長の挨拶

今年も聖歌の集いの練習が始まりました。聖歌の集いとは神への感謝とカトリック信者相互の繋がりを強め、お互
いの教会を知り合うという目的で聖歌隊の方や、聖歌が好きな方集まり毎年５月にミサと親睦会を行います。今年
のミサ曲はグレゴリア聖歌（クム・ユビロ）にてミサを捧げます。事前に巡礼を兼ねて各教会で練習を行いますの
でご心配はいりません。今年の練習は次のようになっています。ご一緒に聖歌の心に触れながらミサを捧げましょう。

   － 記 －

○日時：平成２５年５月２６日（日）　15:00 ～ 17:30

○場所：カトリック大和教会

○練習：下記カトリック教会聖堂にて

2 月 10 日 二俣川教会 14:00 ～ 17:00

3 月 3 日 保土ヶ谷教会 14:30 ～ 17:00

4 月 14 日 戸塚教会 14:30 ～ 17:00

4 月 28 日 中和田教会 14:30 ～ 17:00

5 月 12 日 戸部教会 14:30 ～ 17:00

5 月 26 日 大和教会 15:00 ～ 17:30（本番）

○参加申し込み　聖歌の集い連絡担当　大宮絢子まで      （大宮 絢子）

第２２回横浜地区聖歌の集いのご案内

２月１７日（日）
齊藤ゆかりさんの
入信志願式がミサの中で
行われました。

中和田教会共同体の皆様も
どうぞ齊藤さんのために
お祈りください。

○参加申し込み　聖歌の集い連絡担当　大宮絢子まで      （大宮 絢子）

２月１０日、第１回目（二俣川教会）の練習の前に、
グレゴリオの家の SR 石川による
グレゴリア聖歌の講習会がありました。

2 月 17 日の例会



－ ３ －

2 月 11 日 ( 月 ) に藤沢教会で開催された典礼研修会に参加しました。横浜教区典礼委員会が主催し、550 名を超
える多くの信徒の方々が参加されました（中和田教会からは 5 名）。テーマは「堅信への旅」で、3 名の講師（梅村 
昌弘司教様、A.V. カンペンハウド神父様、国井 健宏神父様）による講話と最後に「新しい福音宣教のためのミサ」
が執り行われました。講話では、「堅信の秘跡の素晴らしさを味わうこと」と「青少年を堅信へ導くために」の 2
つの視点に重点がおかれていました。

幼児洗礼を受けた信徒にとって、堅信は軽く考えられがちです。親の信仰をもって授けられた幼児洗礼と異なり、
堅信は自らが信仰を選び取って受けるものです。梅村司教様のコメントで、「たくさんの教会で堅信を授けますが、

『受堅者が自ら信仰を選び取っているのかな？』の問いに全員が Yes と言えないのではないかと感じる。それはもっ
たいないこと」が印象的でした。幼児洗礼を受けた信徒にとって、堅信は入信の秘跡の完成であります。堅信を受
けることは、カトリック信者として一人前になること、成人式と同意なのかなと感じました。入信の秘跡は、洗礼・
堅信・聖体です。洗礼と聖体は水とホスチアで、堅信は按手と聖香油で示されますが、全ての秘跡には聖霊と神の
愛が働いています。イエス様の死と復活の実りが聖霊の降臨であり、堅信ではイエス様がご自分の使命を果たした
ように、自分に与えられた使命を果たすために聖霊を与えて下さっているのではないでしょうか。

それでは共同体としてどうしたらよいのでしょうか？　堅信を受ける人達が信仰の素晴らしさを実感し、教会へ
来ることの素晴らしさを少しでも感じて準備することが堅信を受けるために必要なのです。神様と個人の関わりで
はなく、神様と教会共同体の関わりとして、教会から足が遠のいている人達に、教会へ足を運ぶ準備をしてあげる
ことが大切なのではないでしょうか。信仰を深める方法として、典礼に関わることも一つでしょう。日々の典礼活
動に一人でも多く人達が関わることで、少しでも信仰を深めて頂けたらと思います。また、複数の教会が合同で堅
信式を行うことが挙がっていますが、共同体で堅信を分かち合うためには単独教会で行うことを今一度考えても良
いのではないでしょうか。

堅信は「新たな信仰と出会う最後のチャンス」なのです。大切な秘跡として受堅者だけでなく
共同体として聖霊のお恵みを豊かに働かせていきましょう。

最後に、堅信への指導書として現在発行されている「堅信へのみち」を改訂した「堅信への旅」
が横浜教区典礼委員会より出版が予定されています。良き指導書が良き道しるべになるよう願っ
ております。									         　　　（大宮 智）

～ 中和田の風 ～
放 蕩 息 子 の 父 親 の よ う な 心 で
 ―  教 会 で 遊 び 学 ん だ 子 供 時 代  ―

教会の中高生会のリーダーだけに止まらず、自治会においても青少年の指導に当たっておられる井上昭男さん
（６６才）にお話しを伺いました。

第 32 回　春期典礼研修会「堅信への旅」に参加して

－洗礼のきっかけは何ですか？

小学校六年生の頃、近所の高校生のお姉さんが教会（プロテスタント）の日曜学校に連れて行ってくれ教会
は楽しいところだと思っていた。その頃母は実姉（信徒）の影響でカトリック小岩教会で洗礼を受けた。　
その後母に勧められ同教会の要理に通うようになり中学一年の時受洗した。

－子供の頃、教会で体験したこと、また今の子供たちに伝えたいことはどんなことですか？

毎週土曜日のお昼から要理の勉強をした後、助祭が野球やドッジボールをして遊んでくれたことが一番楽し
かった。大学生の頃には神父のアドバイスで地域の人にクリスマスや復活祭の時にハガキを出して集まりを
呼びかけ未洗者の人たちと語り合ったことは忘れられない経験だ。また養護施設の子供たちのために青年会
のメンバーで創った劇で慰問したこともあった。仲間たちとその劇を考え創っていく作業は本当に楽しかっ
た。教会の子供たちにも教会は楽しいところだということを体験を通して実感させてあげたいと思っている。

－地域の青少年指導員とはどんな活動ですか？	

横浜市の青少年指導員として小、中学生の健全な育成を目標とする活動を引き受けて１６年目になる。近年は
ボランティア活動も推奨されており子供たちは喜んで参加している。これを長年やってきて良かったと思うこ
とは地域の子供たちが挨拶してくることと、地域の人たちと良い繋がりができたことは私の糧になっている。

－好きな聖句、大切にしていることは？　

結婚を決めて報告したとき神父から「どんな人にも必ず良いところと悪いところがあるが、まずはその人の良いと
ころを見つけるようにしましょう」と言われたことを大切にしている。人を好き嫌いの感情で拒絶すると何も始ま
らないと思うから。聖書の中では「放蕩息子」の箇所が好きで自分もあの父親のような広い心を持ちたいと思う。



－ ４ －
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日　

教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
研
修

会　

参
加
予
定
（
井
上
）

●
要
理
（
保
科
）

・
２
月
時
点
で
在
籍
数
20
人
。
４
月
以
降

は
16
人
（
内
３
人
幼
稚
園
・
保
育
園
生
）

出
席
表
を
作
成
し
シ
ー
ル
を
貼
ら
せ
る

な
ど
工
夫
す
る
。

大
人
の
声
か
け
が
励
み
に
な
る
の
で
皆

さ
ん
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
建
物
（
福
島
）

・
屋
根
、
ト
イ
レ
（
２
Ｆ
）　

修
理
終
了　

・
復
活
祭
前　

窓
、
床
ワ
ッ
ク
ス
（
業
者
）

３
月
（
第
１
or
２
週
）

・
集
会
室
、
応
接
間
、
新
集
会
室
の　
　

大
そ
う
じ　

２
月
24
日
（
日
）

●
福
祉
（
中
島
）

・
高
齢
司
祭
の
た
め
の
寄
付
を
お
届
け
す
る

・
バ
ザ
ー
の
収
益
の
半
分
を
ど
の
よ
う
に

使
う
か
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

・
四
旬
節
の
愛
の
献
金
の
呼
び
掛
け
を
す
る

●
行
事
（
中
村
、
磯
田
）

・
２
月
17
日
引
き
継
ぎ　

Ａ
森
田
、
小
野

(

和)

、
Ｂ
永
島
、
Ｃ
中
村
、
Ｄ
磯
田　

・
復
活
祭
の
パ
ー
テ
ィ
→
去
年
と
同
様
に

計
画
す
る
。　

●
総
務
（
岩
渕
）

・
新
連
絡
網
の
情
報
提
供
を
依
頼
し
た
。

２
月
末
遅
く
と
も
３
月
前
半
に
は
回
収

し
復
活
祭
の
連
絡
に
活
用
開
始
す
る
。

な
る
べ
く
無
料
の
メ
ー
ル
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
は
届
き
次
第
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

●
広
報
（
今
井
）

・
原
稿
依
頼

●
信
徒
の
会
（
岩
渕
）

・
親
睦
を
目
的
と
し
、
例
え
ば
「
な
ぜ
洗

礼
を
受
け
た
か
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
分

か
ち
合
っ
て
頂
き
、
本
当
の
意
味
で
信

徒
同
志
知
り
合
え
る
よ
う
な
会
を
持
ち

た
い
。
参
加
者
が
固
定
化
し
な
い
よ
う

多
く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

■
中
和
田
教
会
災
害
対
策
（
上
野
）

・
地
震
対
策
の
基
本
的
事
項
、
支
援
対
策

を
検
討
。

中
和
田
教
会
は
広
町
自
治
会
の
傘
下
に

あ
る
た
め
協
力
体
制
が
前
提
。

避
難
所
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
自
治
会
に
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
ら
ど
う
か
。（
大
宮
）

日
曜
の
ミ
サ
中
に
地
震
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
備
品
は
備
え
た
方
が
良
い
。（
今
井
）

今
後
は
震
災
対
策
委
員
会
を
４
、５
人
で

立
ち
上
げ
て
い
く
（
上
野
）

以
上

　

次
回
委
員
会　

３
月
10
日
（
日
）

■
転
入

・
ド
ン
・
ボ
ス
コ　

滝
タ
キ
ガ
ワ川　

清
セ
イ
イ
チ一 

さ
ん

・
ア
ン
ナ　

 　
　
　
　
　

 

美ミ
ヨ
コ代

子 

さ
ん

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
シ
ジ　

  

至イ
タ
ル 

さ
ん

２
月
23
日
付
け
で
中
原
教
会
か
ら
転
入

さ
れ
ま
し
た
。

下
和
泉
（
Ｃ
地
区
）
に
お
住
ま
い
で
す
。

（
総
務
グ
ル
ー
プ
）

教
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


